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まちの話題をお知らせします
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↓常駐する保育士さんと一緒に遊ぶ子どもたち

　10 月 6 日に、赤ちゃんから小学生までの子どもを預け
られる、託児所にこるーむが太田区にオープンしました。
　この施設は、子育て世帯の夫婦の負担を軽減し、心身
のリフレッシュを図ってもらうことを目的として、株式
会社 Z-company( 太田 ) が設立しました。
　山﨑博一代表は ｢ 預かるだけでなく、育児イベントも企
画しているので、気軽に利用してほしい ｣と話していました。

ママ・パパの育児負担の軽減に

託児所にこるーむがオープン

↓美しいハーモニーを奏でる美浜町女声コーラスアザレアの皆さん

　11 月 16 日に、第 32 回 WCA 合唱祭がなびあすで
開催されました。
　この合唱祭は、嶺南で活動している合唱団が集い、
1 年間の練習の成果を披露することを目的として、若狭
合唱協会が毎年開催しています。
　当日は、10 団体の合唱団が美しいハーモニーを奏
で、訪れた来場者約 200 人を魅了していました。

心に響くハーモニー

第32回WCA合唱祭

↓区内を歩き、早瀬の町並みや風景を撮影する参加者たち

　12 月 7 日に、美浜フォトウォーク in 早瀬～秘密に
したい、景色を探そう。～が早瀬区内で開催されました。
　この企画は、町のブランドホームページ掲載のエリアを
巡り、直接魅力を感じてもらう体験型観光商品の開発と北
前船日本遺産の観光活用を目的に町が開催したものです。
　参加者は、観光ガイドの説明を聞きながら区内を歩き、
気になった風景等を撮影して魅力を共有していました。

区内を散策し、地域の魅力をパシャリ

美浜フォトウォーク in 早瀬美浜フォトウォーク in 早瀬

↓白熱したラリーの中で果敢にスマッシュを打ち込む児童たち

第45回美浜町子ども会卓球大会第45回美浜町子ども会卓球大会
美浜っ子がハツラツプレー！

　12 月 7 日に、第 45 回美浜町子ども会卓球大会が総合体
育館で行われ、町内各地区から 22 チーム約 150 人が出場
しました。
　子どもたちは、サーブや鋭いスマッシュ等、日頃の練習の成
果を存分に発揮して熱戦を繰り広げながら、1 球ごとにチーム
のみんなで喜び、励まし合いながら試合を楽しんでいました。
　大会結果は次のとおりです。

男子の部 女子の部 混合の部

優　勝 けやき台
にわもりーず

東3区
スターキッズ おぐらーず

準優勝 松郷男子
やきポンデ

東3区
スーパームーン

南市
レッド★スターズ

ミックス

3　位

久々子スマッシュ
ブラザーズ 松郷女子みかん 河原市

佐田坂尻
ファイターズ 2ndA 久々子ReiFuu 日向

チョコレート

↓友だちの詩等の名曲を披露し、自らの体験談を話す中村さん

　12 月 6 日に、人権のつどい 2025 がなびあすで開
催され、人権作品等の展示や中村中

あたる

さん ( 歌手・俳優 ) 
によるトーク＆ライブが行われました。
　中村さんは、名曲を熱唱したほか、性的マイノリティ
について自身の体験談等を基に話をされました。
　来場者らは、中村さんの心に響く美しい歌声や体験
談等に聞き入っていました。

音楽を通じて、差別のない世界に

人権のつどい2025

↓啓発物品を配布するキャンペーン隊

　12月4日に、第75回人権週間の街頭啓発キャンペー
ンの出発式が町役場で行われました。
　同キャンペーンは、キャンペーン隊が町内各所をま
わり、人権の啓発活動を行うもので、人権週間の開始
に合わせて毎年実施しています。

キャンペーン隊は、出発式の後、企業や学校等を訪
れ、啓発物品の配布や呼びかけを行っていました。

人権週間街頭啓発キャンペーン人権週間街頭啓発キャンペーン
人権意識の向上を

↓戸嶋町長 ( 中央右 ) に目録を手渡す宇野会長 ( 中央左 )

　12 月 5 日に、敦賀ロータリークラブが町内の小学
校に児童用図書合計 84 冊を寄贈しました。
　この贈呈は、スマートフォン等の普及により読書離れ
が深刻化している中で、読書の楽しさを知ってもらい、
読書の習慣化につなげることを目的に行ったものです。
　宇野美和会長は ｢ 本を読んでもらうことで、子どもた
ちの成長に役立ってくれると嬉しい｣と話していました。

読書で児童たちの健全な成長を

児童用図書を寄贈



↑コンテナハウスで初出店、町の方と交流
する様子

毎年恒例の
「ふるさと美浜元気フォ

ーラム」は・・・
1月21日に開催予定。
美浜町の学校教育も見逃せ
ません！学校での取り組
みにもぜひご注目下さい！

世
代
交
わ
り笑

顔
の
ま
ち

vol.7

教育・まちづくりについて感じたことを教えて
ください。左記二次元コードからアンケートに
ご協力をお願いいたします。
今後の参考とさせていただきます。

ま
ち
に
触
れ
る

大
人
の
一
歩

↑イチジク商品を販売するサンの子どもたち

↑｢手形アート｣イベントで交流する様子
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住
民
税
の
申
告

　

住
民
税
の
申
告
会
場
の
混
雑
を
避

け
る
た
め
、申
告
受
付
は
事
前
予
約
制

で
実
施
し
ま
す
。詳
細
は
広
報
み
は
ま

2
月
号
や
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
に
関
す
る
質
問
は
、質

問
を
入
力
い
た
だ
け
れ
ば
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
相
談
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト｢

税

務
職
員
ふ
た
ば｣

が
回
答
し
ま
す
。

　

ま
た
、｢

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー｣

で
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
や
税
金
の
分

野
別
等
の
方
法
で
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

住民税申告と所得税の確定申告は住民税申告と所得税の確定申告は
　　　　　　　　  2月16日から3月16日まで　　　　　　　　  2月16日から3月16日まで

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

敦
賀
税
務
署　

☎
22
‐
１
０
１
０

【
住
民
税
の
申
告
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　

お
問
い
合
わ
せ
先
】

町
税
務
課(

担
当･

藤
田)

　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
２

　

確
定
申
告
の
期
間
中
は
、
税
務

署
・
町
役
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

　

税
務
署
で
は
、
来
署
せ
ず
に
自
宅

等
か
ら
申
告
手
続
が
完
了
す
る｢

ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
申
告｣

を
推
進
し
て
い
ま

す
。
お
早
め
に
電
子
送
信
や
郵
送
に

よ
る
申
告
等
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

令
和
7
年
分
の
国
税
庁
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
は
、
令
和
8
年

１
月
上
旬
公
開
予
定
で
す
。

自
宅
等
で
い
つ
で
も

確
定
申
告

確
定
申
告
で
困
っ
た
ら

  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

敦
賀
税
務
署
の
申
告
会
場
の
受
付

時
間
が
変
わ
り
ま
す
。

　

申
告
相
談
の
受
付
期
間
は
、令
和

8
年
2
月
16
日
か
ら
3
月
16
日
で
す
。

※
閉
庁
日(

土
、
日
、
祝
日
等)

は
、

相
談
及
び
申
告
書
の
受
け
付
け
を

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
申
告
会
場
へ
の
入
場
に
は
、｢

入

場
整
理
券｣

が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前

予
約
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
会
場

に
お
い
て
当
日
受
付
も
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
当
日
の
相
談
枠
に
限

り
が
あ
り
ま
す
。

・
2
月
16
日(

月)

〜
2
月
27
日(

金)

午
前
9
時
〜
午
後
0
時
30
分(

※)

・
3
月
2
日(

月)

〜
3
月
16
日(

月)

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時(

※)

■
受
付
時
間

所
得
税
の
確
定
申
告

確定申告書の作成･送信は
国税庁ホームページから!!

国税庁ホームページへアクセスステップ①

ステップ② 申告書を作成

ステップ③ e-Taxで送信して提出

印刷して郵送等で税務署へ提出することもできます。
ぜひ、ご活用ください。

① 確定申告期間中、24時間いつでも利用できます

② 税務署に行く手間がかかりません

③ 自動計算されるので計算間違いがありません

④ データの保存ができ、いつでも作業を再開できます

⑤ 保存したデータは翌年以降も利用できます

↑ 国税ホームページ
チャットボット

↑ 国税ホームページ
タックスアンサー

↑ 国税庁 LINE 公式
アカウントの友だ
ち登録はこちら

　

秋
晴
れ
の
清
々
し
い
天
気
の
下
、

町
を
舞
台
に
開
か
れ
た｢

シ
ナ

プ
ス
＋｣

の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
世

代
を
超
え
て
多
く
の
挑
戦
と
に
ぎ

わ
い
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
会
場
内
で
は
、
放
課
後
教

室
サ
ン
の
小
中
学
生
た
ち
が
元

気
に
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
商

品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
集
大
成

と
し
て
出
店
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
笑
顔
で
声
が
枯
れ
る
ほ
ど

接
客
し
、
売
れ
残
り
を
知
る
と

チ
ー
ム
を
超
え
て
呼
び
込
み
に

動
き
、
販
売
時
間
の
延
長
も
自

分
た
ち
で
決
め
て
い
ま
し
た
。
商

品
を
褒
め
ら
れ
た
時
の
キ
ラ
ッ
と

し
た
表
情
や
、｢

最
後
ま
で
や
り

切
っ
た｣

と
い
う
充
実
感
が
印
象

的
で
、
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
成

長
が
感
じ
ら
れ
る
瞬
間
で
し
た
。

　

学
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｋ
ａ
ｉ
の
高

校
生
は｢

手
形
ア
ー
ト｣

を
企

画
。
最
初
は｢

自
分
の
考
え
が

合
っ
て
い
る
か
不
安
だ
っ
た｣

と

話
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
人
や
仲

間
に
相
談
し
な
が
ら
進
め
る
中

で
、｢

結
果
が
全
て
で
は
な
く
失

敗
も
経
験
の
一
部｣

と
い
う
考
え

方
を
持
ち
、
挑
戦
が
苦
手
意
識
に

向
き
合
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

来
場
者
と
の
交
流
を
通
し
て｢

伝

え
る｣

こ
と
で
徐
々
に
自
信
が
生

ま
れ
、
多
世
代
と
の
つ
な
が
り
も

感
じ
ら
れ
た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
ま
ち
の
イ
ベ
ン
ト
に
出

店
し
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
に
な

り
ま
し
た
。
開
業
に
あ
た
り
美
浜

で
の
手
触
り
感
が
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
町
の
方
々
と
直
接
関
わ
る

中
で｢

応
援
し
て
い
る
よ｣

と
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
、
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
る
実
感
を
持
て
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ナ
で
の
出
店
は
気
軽
に
参

加
で
き
る
こ
と
で
挑
戦
の
ハ
ー
ド

ル
も
下
が
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
と

初
め
て
協
働
す
る
機
会
に
も
な

り
、｢

や
っ
て
よ
か
っ
た｣

と
思
え

る
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
参
加

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
町
で

活
動
す
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が

増
え
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
コ

ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
や
子
ど
も
た
ち
発
案

の
企
画
等
、
シ
ナ
プ
ス
＋
の
イ

ベ
ン
ト
が
こ
れ
か
ら
も
盛
り
上

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

川嶋千紘さん
(早瀬 )

遊 Viva 美浜の
秋山かおりさん
(雲谷 )

　I ターンで美浜に
移住。来年春、早瀬に
｢ 青会食堂 ｣ オープン
に向けてチャレンジ
ショップで準備中！
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Mihama　Information

〒 919-1192　美浜町郷市 25-25

 ☎　0770-32-1111( 代表 )

FAX　0770-32-1115( 代表 )

HP    https://www.town.fukui-

      mihama.lg.jp/

情報BOX
Mihama Information 

美浜町役場

お
知
ら
せ

　

冬
季
は
、
気
温
低
下
に
伴
う
水
道
管
の

凍
結
に
よ
り
、
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、

水
道
管
が
破
裂
し
て
漏
水
し
た
り
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

●

凍
結
を
防
ぐ
に
は

･

水
道
管
に
保
温
材
を
巻
く

･

就
寝
前
に
蛇
口
を
若
干
開
け
て
お
く

冬
季
は
水
道
管
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

町
上
下
水
道
課(

担
当･

丸
山
︶

☎
32
︲
１
３
４
１

問 ●

万
が
一
、
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

･

水
道
管
に
タ
オ
ル
等
を
被
せ
、
ぬ
る
ま

  

湯
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
温
風
で
解
凍
す
る

●

水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら

･       

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を
止

め
て
、
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
修
理
を
依
頼
す
る

・
工
事
に
関
す
る
こ
と

　

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

山
野
︶

☎
32
︲
６
７
０
４

・
施
設
の
利
用
に
関
す
る
こ
と

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
32
︲
３
１
１
１

問

　

冬
季
は
、
積
雪
に
よ
っ
て
水
道
検
針
が

困
難
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次

の
点
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

･

水
道
メ
ー
タ
ー
付
近
を
除
雪
す
る

･

水
道
メ
ー
タ
ー
の
上
に
は
物
を
置
か
な
い

積
雪
時
の
水
道
検
針
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

町
上
下
水
道
課(

担
当･

丸
山
︶

☎
32
︲
１
３
４
１

問
　

冬
の
時
期
は
、
積
雪
に
よ
り
消
火
栓
や

防
火
水
槽
が
埋
ま
り
、
消
火
活
動
に
支
障

を
来
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

消
防
職
員
も
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す

が
、
特
に
大
雪
の
際
に
は
除
雪
作
業
が
遅

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

迅
速
な
消
火
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に

も
、
お
近
く
の｢

消
火
栓｣
や｢

防
火
水

槽｣

の
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
積
雪
時
に
消
火
栓
の
位
置
を
分

か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
消
火
栓
の
写

真
を
表
示
で
き
る
二
次
元
コ
ー
ド
を
、
水

利
標
識
や
ホ
ー
ス
格
納
箱
等
に
貼
り
付
け

て
あ
り
ま
す
の
で
、
除
雪
の
際
に
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

消
火
栓･

防
火
水
槽
の
除
雪
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

美
浜
消
防
署　
　

☎
32
︲
１
１
９
０

問

　

県
で
は｢

み
ど
り
の
ス
コ
ッ
プ
ひ
と
か

き
運
動｣

と
題
し
て
、
一
部
の
バ
ス
停
と

交
差
点
に
緑
色
の
ス
コ
ッ
プ
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

み
ど
り
の
ス
コ
ッ
プ
を
見
か
け
た
ら
、

待
ち
時
間
を
利
用
し
て
周
辺
の
除
雪
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

み
ど
り
の
ス
コ
ッ
プ
ひ
と
か
き
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

●

実
施
期
間

12
月
8
日(

月)

~
3
月
10
日(

火)

町
住
民
環
境
課(

担
当･

田
村
︶

☎
32
︲
６
７
０
３

問

　

相
続
登
記
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
毎
年
2
月
を｢

相
続
登
記
は
お

済
み
で
す
か
月
間｣

と
定
め
、
相
談
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

民
法
・
不
動
産
登
記
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
任
意
で
あ
っ
た
相
続
登

記
の
申
請
が
、
令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら

義
務
化
さ
れ
、
不
動
産(

土
地
・
建
物)

を
相
続
で
取
得
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か

ら
3
年
以
内
に
、
相
続
登
記
を
す
る
こ
と

が
法
律
上
の
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
県
内
の
各

司
法
書
士
事
務
所
で
相
続
・
遺
言
に
関
す

る
相
談
を
無
料
で
お
応
え
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？

●

日
　
時

●

場
　
所　

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

●

そ
の
他

　

事
前
申
し
込
み
や
予
約
は
不
要
で
す
。

2
月
1
日(

日)

~
28
日(

土)

午
前
9
時
~
午
後
5
時

※
下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

最
寄
り
の
司
法
書
士
事
務
所

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

県
司
法
書
士
会

☎
０
７
７
６
︲
43
︲
０
６
０
１

問

　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を現役世代みんなで支
え合おうという考えで作られた仕組みです。
　20歳以上60歳未満の学生･農林漁業者･自営業者･無職の方等(国民年金第
1号被保険者)は、国民年金に加入することが義務付けられています。

● 学生納付特例制度とは
　学生は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予
される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学(大学院)、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修
学校及び各種学校(修業年限１年以上の課程)、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
● 納付猶予制度とは
　学生でない50歳未満の方で、本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が
猶予される制度です。

国民年金のポイント

｢学生納付特例制度｣と｢納付猶予制度｣

● 将来の大きな支えになります
　国が責任をもって運営するため安定しており、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
● 年金は老後のためだけのものではありません

国民年金には、65歳から受け取りできる老齢年金のほか、若い方でも万が一のときに受け取り可能
な｢障害年金｣や｢遺族年金｣があります。

2 0 歳 に な っ た ら 国 民 年 金

※お問い合わせ先　 日本年金機構敦賀年金事務所
　　　　　　　　　町住民環境課 ( 担当 ･ 吉田 )

☎ 23‐9904
☎ 32‐6703 ※お問い合わせ先 ・町道の除雪について　町土木建築課(担当・川口／八田／釆野) ☎32‐6707

道路の除雪作業にご協力ください！
　町では、10ｃｍ以上の積雪 (10ｃｍ以上の積雪予想も含む ) があった場合、

通勤・通学や町民生活に支障が生じないように町道の除雪を行っています。

　安全で迅速な除雪作業に努めていきますが、町民の皆さまにも、次のことに

ついてご理解とご協力をお願いします。

  ◆ 除雪車が通った道路は、気象条件等により大変滑りやすくなる場合があります
ので、通行時には十分注意してください。

　路上駐車は除雪作業の遅延や視界不良
時の事故につながります。路上駐車をし
ないようにご協力ください。

①路上に駐車しない

　稼働中の除雪車は大変危険です。絶対
に近寄らないでください。

②除雪車に近寄らない

　道路に雪を出すことは思わぬ事故の
原因となります。

③道路に雪を出さない

は
あ
と
ぴ
あ
の
お
風
呂

再
開
の
お
知
ら
せ

　

は
あ
と
ぴ
あ
の
改
修
工
事
に
よ
り
、

11
月
10
日
か
ら
は
あ
と
ぴ
あ
の
お
風
呂

の
利
用
を
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
該

当
箇
所
の
工
事
が
終
了
し
た
た
め
、
令

和
8
年
1
月
6
日
か
ら
、
お
風
呂
の
利

用
を
再
開
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
風
呂
の

休
止
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

↑詳細はこちら

　除雪作業により、戸口や車庫等の前
に寄せられた雪の処理についてご協力
ください。

④出入口は各戸で除雪を


